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ることができよう。      ・





































































































れている。 Turncrが,社会的上昇移動に関して,保護制と呼んだ様式(34)は,ィギリスの特 徴 で
あり,教育目標に従がう機会分配のHll―のよりどころであった。個人の意志と努力によって得られる
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放されることをねらったものである (O.BankS;Op cit,P216～220)。この考え方は,1925年のR,H Tavtty
(SCCOndary Education for All,1925)によって,労働党の諮問委員会のためになされた提案によって,より
明確な形をとった。平等主義に立脚し,弾力的な枠組みの中で,初歩教育と中等教育を接続させることを考え
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ぃた。このような人間の能力の型は,理論型,理論応用型,実務型と分けられ,既存の学校類型にあわせて,
それぞれ,大学進学ヨース (グラマー●スクール),技能者養成 (テクニカル・ スクール),就職コース (モ
ダーン・スクール)に進学する者 (O.BankS i Op cit,P215,および,H.C.Barnard,op cit P264)とされ
更に,それぞれは,階級構造の上,中,下に適合するものとされたのである。これは,グラマー●スクール
が,中等教育の主系列であり,しかも上層階級のための公立学校である性格を強く示すものであった。
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政 策 的 バ イ ア ス
政 策・待1度 的 1経  済  的 利

















































受 験 準 備
選択された学校群に対
する志望順位の決定
受 験 準 備
表5 中間調整レベルにおける諸相
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焼範への同調  l b3分配への適応
a4政策的価値 ai政策レ
ベル
bi利用レベル
(急与乳IE能鞘
意志決定過程
a4→a3→a2→al‐a4
社会統制的過程
b4→bl~b2~b3~う4
機会利用への適応過程
②政策,利用両レベルの措置,準備過程を,構成要素に関連させて図示すれば次のようになろう。
1,
1.
2
5
4
C:政策レベル (措置)di利用レベル (準
`常
)
伍粥蔚爵再と1
措置および準備過程
Cl‐C4→C3~'C2~)Cl
利用統制過程
dl‐d2→d3→d4→dl
統制同調過程
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Cl報酬の操作
dl報酬の操作の
C4相互性の拒否
d4欲求充足
C3支 持
d3支持への選択
C2許 容
d2許容への選択評
